
科目名 履修学年 ３年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

4

6

86

7

第1部 現代日本の政治・経済/第1編1章
民主政治と法・民主政治の基本原理・民主政治のしくみと課題・世界の主な政治制度
第1部 現代日本の政治・経済/第1編2章
日本国憲法の成立・日本国憲法の基本原理・自由に生きる権利①・自由に生きる権利②・平等に生きる権利・社会権と参政
権・新しい人権・人権の広がりと公共の福祉・平和主義と自衛隊・日米安保体制の変化・21世紀の平和主義・日本の外交
と国際社会での役割
第1部 現代日本の政治・経済/第1編3章
政治機構と国会・内閣と行政機能の拡大・公正な裁判と保障・地方自治と住民福祉・政党政治・選挙制度・世論と政治参加

ならびに演習（小テスト等）

第1部 現代日本の政治・経済/第2編1章
経済活動の意義・経済社会の変容・経済主体と市場の働き・企業の役割・国民所得・経済成長と国民の福祉・金融の役割
第1部 現代日本の政治・経済/第2編1章
日本銀行の役割・財政の役割と租税・日本財政の課題
第1部 現代日本の政治・経済/第2編2章
日本経済の成長と課題・中小企業と農業・公害防止と環境保全・労働問題と労働者の権利・こんにちの労働問題・社会保障の役割と
課題
第2部 現代の国際政治・国際経済/第1編1章
国際社会と国際法・国際社会の変化・国際連合と国際協力

第2部 現代の国際政治・国際経済/第1編1章
こんにちの国際政治・軍拡競争から軍縮へ

第2部 現代の国際政治・国際経済/第2編1章
貿易と国際収支・外国為替市場の仕組み・第二次世界大戦後の国際経済・国際経済の動向・新興国の台頭・経済のグローバ
ル化とICTでかわる世界・発展途上国の課題と展望・地球環境問題・資源エネルギー問題・経済協力と日本の役割

4

２
学
期
学
年
末
試
験

2

8

6

6

4

社会 公共・政治経済

知識・技能 思考・判断・表現

学習内容・学習単元・学習到達目標等

60% 20% 20%
授業計画

高校 選択者教科名 

単位数

学習目標

評価観点

1

教科書：実教出版『最新政治・経済』・『公共』
副教材：とうほう『政治・経済資料』
副教材：浜島書店『最新図説公共』

使用教科書
補助教材等

１
学
期
期
末
試
験

2

評価規準

池田　巧

考査における知識問題
資料読み取り等の応用問題
振り返りテスト

考査における資料読みとり等の応用問題
グループ協議やペアワーク
発表・レポート等

グループ協議やペアワーク
発表・レポート等

大学入試に対応するための基礎的な知識を定着させ理解を深めると共に、主権者に必要とされる主体的に社会に参画しようとする態度や、
資料を適切に読み取り多面的・多角的に考察する技能を養う。

現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・
判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空
間における基本的原理を活用して、事実を基
に多面的・多角的に考察し公正に判断する
力や、合意形成や社会参画を視野に入れな
がら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主
体的に解決しようとする態度を養うとともに、多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養され
る、現代社会に生きる人間としての在り方生き方
について自覚し、公共的な空間に生き国民主権を
担う公民として、各国が相互に主権を尊重し、各
国民が協力し合うことの大切さについての自覚な
どを深める。

主体的に学習に取り組む姿勢

2

3

担当者

11

12

1
2
3

5

8

9

10

学期末の
各観点比率(%)

評価方法

各観点の授業内
評価方法等

現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断す
るための手掛かりとなる概念や理論につい
て理解するとともに、諸資料から、倫理的
主体などとして活動するために必要となる
情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身に付けるようにする。



令和8年度年間指導計画 令和8年4月

地理歴史 科目名 履修学年 高校 3 　年 選択者 　組

6（4+2）単位

髙橋　美穂

14-1

14-2,14-3

15-1,15-2,15-3

16-1,16-2,

17-1,17-2,17-3

18-1,18-2,18-3

第19章冷戦の終結と今日の世界 19-1,19-2,19-3,19-4

冬期講習（問題演習）

課題研究

３
学
期

１
月

個人研究と発表

２
月
３
月

２
学
期

９
月

第17章第二次世界大戦と新しい国際秩序の形成
14

　
月

第18章冷戦と第三世界の台頭

20 ２
学
期
期
末
考
査

入試問題演習

　
月

22

　
月

７
月

16-3
4 ２

学
期
中
間
考
査

夏期講習(問題演習）

８
月

６
月

23

１
学
期
期

末
考
査

第15章帝国主義とアジアの民族運動

第16章第一次世界大戦と世界の変容

12-4

17第13章イギリスの優位と欧米国民国家の形成 13-1,13-2,13-3,13-4

第14章アジア諸地域の動揺

評
価

区
分
２

１
学
期

４
月

第11章近世ヨーロッパ世界の動向 11-3,11-4,11-5,11-6
18

１
学
期
中
間
考
査

第12章産業革命と環大西洋革命 12-1,12-2,12-3

学
期

月 学習内容・学習単元・学習到達目標等
時
間
数

評
価

区
分
１

５
月

学期末の
各観点比率 40% 30% 30%

授業計画

評価規準

知識：各地域、各文化圏の歴
史の変化に関わる諸事象につ
いて広く相互的な視野から捉
えることができている。
技能：諸資料から歴史に関す
る様々な情報を適切かつ効果
的に調べまとめる技能を身に
付けている。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関する事象の
意味や意義、特色などを、時期や年代、推移、比
較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目し
て、概念などを活用して多面的・多角的に考察し
たり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に
入れて構想したりする力や、考察、構想したこと
を効果的に説明したり、それらを基に議論したり
する力を身に付けている。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関する
諸事象について、よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に追究、解決しようとす
る態度及び多面的・多角的な考察や理解を
通して社会人としての自覚を身に付けると
ともに、多様な世界を全体として尊重する
態度を身に付けている。

各観点の
評価方法等

考査・小テストにおける知識
問題と資料読み取り等の応用
問題

各単元において設定された歴史的思考を問う「問
い」・「課題」
定期考査における資料読みとり等の応用問題（論
述問題）

振り返りシート、グループ協議やペアワー
クによる意見交換、発表、授業以外での活
動や自発的な成果物など

学習目標

大学入試科目として世界史探究を選択した生徒を対象とした授業。各地域・文化圏の通史的理解を深めるとともに、歴史的
なものの見方や考え方を働かせ、課題を追求・解決する活動を通じて、広い視野に立ってグローバル化する国際社会に主体
的に生きる資質と能力を養う。また大学受験に必要な知識と技能を身につける。
今年度は主権国家体制の成立から現代までを扱う。また、夏期講習・冬期講習を実施して既習範囲の入試問題演習を行う。

評価方法

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

教科名 世界史探究/自選世界史探究演習

単位数 使用教科書
補助教材等

山川出版社『世界史探究 詳説世界史』
山川出版社『詳説世界史図録第5版』
浜島書店『要点整理 ゼミナール世界史探究』

担当者

10

12

11

※数字は教科書

の章・節を示す



科目名 履修学年 ３年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

3

学
年
末
考
査

1
0

第1部 現代日本の政治・経済/第2編2章
日本経済の成長と課題・中小企業と農業・公害防止と環境保全・労働問題と労働者の権利・こんにちの労働問題・社会保
障の役割と課題
第2部 現代の国際政治・国際経済/第1編1章
国際社会と国際法・国際社会の変化・国際連合と国際協力・こんにちの国際政治・軍拡競争から軍縮へ
第2部 現代の国際政治・国際経済/第2編1章
貿易と国際収支・外国為替市場の仕組み・第二次世界大戦後の国際経済・国際経済の動向・新興国の台頭・経済のグロー
バル化とICTでかわる世界・発展途上国の課題と展望・地球環境問題・資源エネルギー問題・経済協力と日本の役割・・

2

3

3

10

5

担当者

11

12

1

2

5

8

9

10

学期末の
各観点比率(%)

評価方法

各観点の授業内
評価方法等

現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断す
るための手掛かりとなる概念や理論につい
て理解するとともに、諸資料から、倫理的
主体などとして活動するために必要となる
情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身に付けるようにする。

1

評価規準

考査における知識問題
資料読み取り等の応用問題
振り返りテスト

教科書：実教出版『最新政治・経済』
副教材：とうほう『政治・経済資料』
副教材：浜島書店『最新図説公共』

使用教科書
補助教材等

3

島崎 由紀子

グループ協議やペアワーク
発表・レポート等

・社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に向けて探究するための手掛かりとなる概念や理論などについて理解するとともに，諸資
料から，社会の在り方に関わる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けさせる。
・国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる考え方や政治・経済に関する概念や理論などを活用して，現実社会に見られ
る複雑な課題を把握し，説明するとともに，身に付けた判断基準を根拠に構想する力や，構想したことの妥当性や効果，実現可能性などを
指標にして議論し公正に判断して，合意形成や社会参画に向かう力を養わせる。

現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・
判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空
間における基本的原理を活用して、事実を
基に多面的・多角的に考察し公正に判断す
る力や、合意形成や社会参画を視野に入れ
ながら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主
体的に解決しようとする態度を養うとともに、多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養され
る、現代社会に生きる人間としての在り方生き方
について自覚し、公共的な空間に生き国民主権を
担う公民として、各国が相互に主権を尊重し、各
国民が協力し合うことの大切さについての自覚な
どを深める。

主体的に学習に取り組む姿勢

社会 政治経済

知識・技能 思考・判断・表現

学習内容・学習単元・学習到達目標等

60% 20% 20%

授業計画

高校 選択者教科名 

単位数

学習目標

評価観点

考査における資料読みとり等の応用問題
グループ協議やペアワーク
発表・レポート等

3

1
0

9

9

中
間
考
査

期
末
考
査

中
間
考
査

96

7

第2部 現代の国際政治・国際経済/第3編
国際社会における諸課題の探究

第1部 現代日本の政治・経済/第1編1章
民主政治と法・民主政治の基本原理・民主政治のしくみと課題・世界の主な政治制度
第1部 現代日本の政治・経済/第1編2章
日本国憲法の成立・日本国憲法の基本原理・自由に生きる権利①・自由に生きる権利②・平等に生きる権利・社会権と参政権・新し
い人権・人権の広がりと公共の福祉・平和主義と自衛隊・日米安保体制の変化・21世紀の平和主義・日本の外交と国際社会での役割
第1部 現代日本の政治・経済/第1編3章
政治機構と国会・内閣と行政機能の拡大・公正な裁判と保障・地方自治と住民福祉・政党政治・選挙制度・世論と政治参加
第1部 現代日本の政治・経済/第2編1章
経済活動の意義・経済社会の変容・経済主体と市場の働き・企業の役割・国民所得・経済成長と国民の福祉・金融の役割

第1部 現代日本の政治・経済/第2編1章
日本銀行の役割・財政の役割と租税・日本財政の課題

4



科目名 履修学年 3 年 組

・ガイダンス

・共通テスト演習 共通テスト（地理総合・地理探究）の演習を行い、解説を行う

【模試】河合塾共通テスト模試① ※公共分野は個別に対応

※中間考査は実施しない

【模試】ベネッセ共通テスト模試

・共通テスト演習 共通テスト（地理総合・地理探究）の演習を行い、解説を行う

19

７～８ 【模試】河合塾共通テスト模試②

・共通テスト演習 共通テスト（地理総合・地理探究）の演習を行い、解説を行う

【模試】河合塾共通テスト模試③ 10

・共通テスト演習 共通テスト（地理総合・地理探究）の演習を行い、解説を行う

【模試】河合塾共通テストプレ模試③ 10

1

帝国書院　『高等学校 新地理総合』　/ 帝国書院　『新詳高等地図』

とうほう　『新編 地理資料』　/ とうほう 『ウィニングコンパス　地理の整理と演習』

東京カートグラフィック　『地図太郎Lite』　（教育GISアプリケーション）

2

各観点の授業内
評価方法等

1
学
期
成
績

平常点として加算（減点は行わない）

地理歴史 自選　地理総合・公共

知識・技能 思考・判断・表現

学習内容・学習単元・学習到達目標等

授業計画

共通テスト演習の成績（資料読み取り等）

使用教科書
補助教材等

単位数 ２

評価規準

矢口

中学・高校

【地理分野】多様な自然と人間の相互関係やそこから生まれた文化に注目し、現在生じている地球的課題と対峙するときに前提となる地理的な知識や考え方・見方を身につけ
ることを目指す。
【公民分野】人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ、現代の諸課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主
体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。

評価方法

3

担当者

11

12

1

2

5

6

9

10

学期末の
各観点比率(%)

4

学
期

月

学習目標

評価観点

毎回の演習問題の成績から総合的に判断

2
学
期
成
績

教科名 

自然と人間の相互関係やそこから生じる文化に注目
し、現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための
手掛かりとなる知識や理論を理解している。

社会問題と対峙するときに前提となる地理的・公民的
な考え方・見方を身につけ、多角的に考察し公正に判断
する力が養われている。

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決
しようとする態度が養われており、地球的課題や社会問題を
自分事として捉え、それらの対応策や解決策を、主体的に考察
し検討している。

共通テスト演習の成績（知識問題等）

主体的に学習に取り組む姿勢

授業時の姿勢

模試の復習の取り組み状況

文系選択者

3

3
学
期

本科目の成績は評定の計算上は、 「 地理歴史」 に算入する （ 「 公民」 には算入さ れない）

時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2



科目名 履修学年 3 年 組

第2部　第1章　 地域区分 ポスターセッション（秋季応募）

第2部　第2章　序節 現代世界の諸地域 ・過年度受賞作・要旨の読み取り

第2部　第１章　１節～３節 東アジア・東南アジア ・探究課題の設定

第2部　第１章　４節～５節 南アジア・西アジア・中央アジア ・調査/考察①

14

第2部　第1章　６節 アフリカ ・調査/考察②

第2部　第1章　７節 ヨーロッパ ・まとめ

第2部　第1章　８節 ロシア ・完成

15

・応募手続き

・修正

第2部　第1章　９節 北アメリカ ・質疑応答問答検討

第2部　第1章　10節 ラテンアメリカ

第2部　第1章　11節 オーストラリア ポスターセッション（春季応募）

・課題設定 13

第3部　第1章　1節 将来の国土の在り方 ・調査/考察①

第3部　第1章　2節 持続可能な日本の国土像の探究

私大一般・国公立2次入試対策

13

一般教養 ・調査/考察②

・まとめ

・完成 9

・応募手続き

・修正

・質疑応答問答検討

中学・高校

現代社会において、国民一人ひとりが国際社会の一員としてさまざまな課題に対して自ら調べ・考えていくことが求められていることを踏まえ、世界各地の自然環境・産業・生
活・文化等を学習し、現代世界の諸地域について自ら課題観をもって探究できるようになる。

評価方法

各観点の授業内
評価方法等

教科名 

人々の生活は、その生活が営まれる地域の自然及び社
会的条件から影響を受けたり、その場所の自然及び社
会的条件に影響を与えたりすることを理解している。

世界各地における人々の生活の特色やその変容の理由
を、その生活が営まれる地域の自然及び社会的条件な
どに着目して多面的・多角的に考察し表現できる。

世界各地の人々の生活と環境について、よりよい社会の実現
を視野に解決されるべき課題を主体的に探究しようとしてい
る。

考査で問う知識問題

主体的に学習に取り組む姿勢

グループでの意見交換・発表時の姿勢

単位数

3

担当者

11

12

1

2

3

5

6

7

8

9

10

学期末の
各観点比率(%)

4

学習目標

３

2

平常点として加算（減点は行わない）

授業計画

成果物（探究ポスター）の提出状況

成果物（探究ポスター）の内容

矢口

帝国書院　『新詳 地理探究』　/ 帝国書院　『新詳高等地図』

とうほう　『新編 地理資料』　

東京カートグラフィック　『地図太郎Lite』　（教育GISアプリケーション）

考査得点＋平常点として加点（減点は行わない）

学
期

月
時
間
数

探究課題学習単元

中
間
考
査

文系選択者

1

使用教科書
補助教材等

考査で問う思考・判断問題（資料読み取り等）

グループでの意見交換・発表の内容

評価規準

地理歴史 地理探究

知識・技能 思考・判断・表現

学習内容・学習単元・学習到達目標等

評価観点

期
末
考
査

中
間
考
査

1
学
期
成
績

2
学
期
成
績

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2



科目名 履修学年 3年 1・3・6 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

第10章　 幕藩体制の動揺 享保の改革と 田沼政治

宝暦・ 天明期の文化

寛政の改革と 化政期の政治・ 文化

第11章　 近世から 近代へ 開国と 尊攘運動

幕府滅亡と 新政府発足

第12章　 近代国家の成立 明治維新と 富国強兵

殖産興業と 文明開化

自由民権運動・ 憲法制定

第13章　 近代国家の展開 条約改正

日清戦争・ 日露戦争

第一次大戦への参入

ワシント ン体制

( 夏期講習) 第14章　 近代の産業と 生活

第15章　 恐慌と 第二次世界大戦 戦後恐慌から 金融恐慌へ

軍部の台頭

第二次世界大戦

太平洋戦争の始まり

第16章　 占領下の日本 占領と 改革

冷戦の開始と 講話

第17章　 高度成長の時代 55年体制

経済復興から 高度経済成長へ

第18章　 激動する世界と 日本 経済大国への道

冷戦の終結と 日本社会の変容
10
時
間

1月

2月

3月 計42時間
（ 除定期考査）

8月

２
学
期

10月

9月

11月

12月

小項目

30%

4月
12
時
間

1
学
期
期
末
考
査

12
時
間

各観点の
評価方法等

　 考査や定期的な課題における 知識問題と 史資料の読
み取り 等， 応用問題の取り 組みなどを 評価する 。

　 考査における 初見の史資料の読み取り など応用問題
の取り 組みを 評価する 。 授業で課さ れたレ ポート を 通
じ て歴史への考察を まと める 、 レ ポート を 発表する こ
と で評価する 。

　 フ ィ ールド ワーク を 通じ て自発的な歴史的活動を 評価す
る 。 活動の振り 返り シート ・ レ ポート 等を 通じ て評価す
る 。

３
学
期

１
学
期

学期末の
各観点比率(%) 40% 30%

授業計画

1
学
期
中
間
考
査

6月

7月

5月

大項目・中項目

評価方法

評価規準

　 歴史の展開に関わる 諸事象について、 地理的条件や
世界の歴史と 関連づけながら 総合的にと ら えて理解し
ている 。 また、 諸資料から 歴史に関する 様々な情報を
適切かつ効果的に調べまと める 技能を 身に付けよ う と
し ている 。

　 歴史の展開に関わる 事象の意味や意義、 伝統と 文化
の特色などを 、 時期や年代、 推移、 比較、 相互の関連
や現在と のつながり に着目し て、 多面的・ 多角的に考
察し たり 、 課題を 把握し 解決を 視野に入れて考察、 構
想し たこ と を 説明し たり 、 議論し たり 、 まと めたり し
ている 。

　 歴史の展開に関わる 諸事象について、 よ り よ い社会の実
現を 視野に課題を 主体的に探究し よ う と する 態度が見ら れ
る 。 また、 多面的・ 多角的な考察や深い理解を 通し て歴史
を 学ぶ人間と し ての自覚、 歴史に対する 意欲、 他国や他国
の文化を 尊重、 理解する こ と の大切さ を 自覚し 、 行動し て
いる 。

教科名 地理歴史 自選 日本史 中学・高校

２
学
期
学
年
末

10
時
間

単位数 2

使用教科書 補助教材等
山川出版社『 詳説日本史探究』

担当者

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

田畑　 佳介 浜島書店『 新詳日本史』

授業プリ ント 等

学習目標
歴史と 文化の展開を 、 各時代の国際環境や地理的な条件と 関連づけて、 理解でき る よ う にする 。
歴史資料を 基に情報を 収集し 、 読み取る 技能を 身につけて、 多面的・ 多角的に歴史的事象を 考察でき る よ う に目指す。 また歴史的事象を 通し て自ら 課題を 見つけ、 探究する
姿勢を 目指す。



科目名 履修学年 3年 1・3・6 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

第10章　 幕藩体制の動揺 享保の改革と 田沼政治

宝暦・ 天明期の文化

寛政の改革と 化政期の政治・ 文化

第11章　 近世から 近代へ 開国と 尊攘運動

幕府滅亡と 新政府発足

第12章　 近代国家の成立 明治維新と 富国強兵

殖産興業と 文明開化

自由民権運動・ 憲法制定

第13章　 近代国家の展開 条約改正

日清戦争・ 日露戦争

第一次大戦への参入

ワシント ン体制

( 夏期講習) 第14章　 近代の産業と 生活

第15章　 恐慌と 第二次世界大戦 戦後恐慌から 金融恐慌へ

軍部の台頭

第二次世界大戦

太平洋戦争の始まり

第16章　 占領下の日本 占領と 改革

冷戦の開始と 講話

第17章　 高度成長の時代 55年体制

経済復興から 高度経済成長へ

第18章　 激動する世界と 日本 経済大国への道

冷戦の終結と 日本社会の変容
30
時
間

２
学
期
期
末
考
査

1月

2月

3月 計118時間
（ 除定期考査）

8月

２
学
期

10月

9月

11月

12月

小項目

30%

4月
32
時
間

1
学
期
期
末
考
査

32
時
間

各観点の
評価方法等

　 考査や定期的な課題における 知識問題と 史資料の読
み取り 等， 応用問題の取り 組みなどを 評価する 。

　 考査における 初見の史資料の読み取り など応用問題
の取り 組みを 評価する 。 授業で課さ れたレ ポート を 通
じ て歴史への考察を まと める 、 レ ポート を 発表する こ
と で評価する 。

　 フ ィ ールド ワーク を 通じ て自発的な歴史的活動を 評価す
る 。 活動の振り 返り シート ・ レ ポート 等を 通じ て評価す
る 。

３
学
期

１
学
期

学期末の
各観点比率(%) 40% 30%

授業計画

1
学
期
中
間
考
査

6月

7月

5月

大項目・中項目

評価方法

評価規準

　 歴史の展開に関わる 諸事象について、 地理的条件や
世界の歴史と 関連づけながら 総合的にと ら えて理解し
ている 。 また、 諸資料から 歴史に関する 様々な情報を
適切かつ効果的に調べまと める 技能を 身に付けよ う と
し ている 。

　 歴史の展開に関わる 事象の意味や意義、 伝統と 文化
の特色などを 、 時期や年代、 推移、 比較、 相互の関連
や現在と のつながり に着目し て、 多面的・ 多角的に考
察し たり 、 課題を 把握し 解決を 視野に入れて考察、 構
想し たこ と を 説明し たり 、 議論し たり 、 まと めたり し
ている 。

　 歴史の展開に関わる 諸事象について、 よ り よ い社会の実
現を 視野に課題を 主体的に探究し よ う と する 態度が見ら れ
る 。 また、 多面的・ 多角的な考察や深い理解を 通し て歴史
を 学ぶ人間と し ての自覚、 歴史に対する 意欲、 他国や他国
の文化を 尊重、 理解する こ と の大切さ を 自覚し 、 行動し て
いる 。

教科名 社会 日本史探究/自選日本史探究演習 中学・高校

２
学
期
中
間
考
査

24
時
間

単位数 4 + 2

使用教科書 補助教材等
山川出版社『 詳説日本史探究』

担当者

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

田畑　 佳介 浜島書店『 新詳日本史』

授業プリ ント 等

学習目標
歴史と 文化の展開を 、 各時代の国際環境や地理的な条件と 関連づけて、 理解でき る よ う にする 。
歴史資料を 基に情報を 収集し 、 読み取る 技能を 身につけて、 多面的・ 多角的に歴史的事象を 考察でき る よ う に目指す。 また歴史的事象を 通し て自ら 課題を 見つけ、 探究する
姿勢を 目指す。
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